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伝承者の視点による高度な映像技術を用いた記録の可能性 
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近年、伝統芸能の記録はモーションキャプチャに代表される動作計測に関する技

術的進歩により、人の動きを非常に精密に、かつ立体的に捉えることを成功して

いる．このような最先端の機器を用いた記録への技術的応用に関する議論の一方

で、どのようにそれら高度なテクノロジーを用いて記録を行うべきかといった議

論は．これまで十分に行われてこなかった．そこで本稿では伝承の現場でのフィ

ールドワークを行うことを通じてどのような利用法が考えられるのかを考察し

ていく． 
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This study showed there are some limits to record by motion-capture, and how you 
should use the motion-capture as tool for record in the future. I undertook fieldwork to 
examine how the master had taught the later generations. At the same time, this research 
record the their dancing skill by using motion-capture, and is evaluated by masters. By 
this two approach, I clarify that it is necessary not to record based on dancing scene, to 
record based on teaching scene 
 

１．問題の所在 

１－１．高度な映像技術を用いた伝統芸能の記録 
伝統芸能をはじめとする無形の文化財は継承者の高齢化や担い手の不足により、人

から人へと伝わることそれ自体が極めて危機的な状況にある．日本ではかなり早い段

階で伝統芸能の保護活動などが展開されていたが、近年、ユネスコによって 2003 年に

制定された「無形文化遺産保護条約」の影響を受け、形の無い舞踊や音楽、工芸など

の技術や技能を後続者に伝えるための保護活動が世界的にも活発化してきた． 
このような流れを受け、伝統的な舞踊などを映像記録として残し、次の世代に伝え

ていこうとする試みが注目されている．特に映像記録に関する分野は近年、デジタル

技術の進歩により、大きな技術革新を迎えている．その中でモーションキャプチャや

高画質なデジタルビデオ映像などが伝統芸能の記録の中に伝統芸能の記録に大きな変

化を与えているのである．例えば、モーションキャプチャは人体の三次元位置情報の

時間変化を計測・記録することを可能とし、関節単位での記録を提供するなど無形な

文化財の記録に新たな視点を提供している1．近年では指の動きをモーションキャプチ

ャで捉え、それを CG で再現するなどの研究も行われてきており、より正確かつ細か

な動作の解析・CG 化が進められている2．また、高画質なデジタルビデオ映像も安価

に、かつ軽量化が図られており、以前よりも映像記録が手軽かつ多様な形で展開され

てきているというのが現状であろう． 
さらに、モーションキャプチャなどによって得られた無形文化財に関するデータを

一つに集め、アーカイブとして活用していこうとする動きも見られる．例えば、小島

らは SMIL を用いて伝統芸能、具体的にはこれまで記録されてきた舞台映像、モーシ

ョンキャプチャによって記録された CG 映像、マルチアングル撮影された映像などを

集積したデジタル・アーカイブの構築を行っている3． 
このように、伝統芸能の記録は多面的かつ多様な形で行われてきている．しかし、

モーションキャプチャをはじめとする工学的な研究の進歩により細かな関節の部位を

とらえることができるようになったとしても、それが伝承という観点から考えたとき

に、果たしてどこまで繊細に記録を行っていけばよいかということについては疑問の

残るところであろう．高画質なデジタルビデオカメラが安価になり、かつモーション

キャプチャを取り入れた伝統芸能のアーカイブに関する研究が展開している現状にお

いて、むしろ必要なのは高度なテクノロジーをどのように使うのかということに関す

る視点であろう． 
 
１－２．記録に関する方法論とその問題点  
映像に関する技術的な進歩が進む一方で、どのように舞踊などを記録したらよいの

かということに関する議論も民俗学を中心に行われてきている．そもそも、これまで
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無形の民俗文化財保護に関する議論は民俗学の中で精力的に行われてきた経緯がある．

しかし、そのような民俗学の中でさえも、どのように記録すればよいのか、という記

録の方法論的な部分に関する議論はこれまで十分に行われてきたわけではなく、むし

ろ、それぞれの地域や行政によって異なる記録の仕方で撮影してきた．そのため、全

国的な記録の状況や問題点などが共有される機会はほとんどなかった．このような状

況に対して、無形民俗文化財研究協議会などが主体となって、民俗芸能の映像記録作

成をテーマとして、問題点の共有や課題の克服を目指し、議論が行われるようになっ

てきた．また、モーションキャプチャを取り入れた利用法などについても検討されて

おり、積極的な議論が交わされている4． 
しかし、一方で問題もある．民俗学では目的に応じた記録が重要視されている．例

えば、その中で「伝承・後継者育成」のための映像記録においては、できるだけ細部

まで身体動作の記録を心がけることや、わざを体現する上でのコツや心がけなども記

録に含めるべきだという指摘がなされている5．しかし、できるだけ細部というのはど

の程度を指し、心がけやコツはどこまで記録の中に入れる必要があるのかといった点

はあいまいなままになっている．そもそも、心がけやコツなどはこれまで暗黙知や「型」

などと呼ばれており、言語化することが非常に難しい領域として考えられてきた6．も

し、このような領域を対象に記録を図るとするならば、それはいかにして可能なのか

ということに関する十分な議論が必要であろう． 
しかし、これまで行われてきた民俗学における記録の方法論的な議論は、このよう

な「舞っている場面」を中心にどのように撮影するかという点が問われており、その

ため、舞っている場面から零れ落ちていく技能に対してはあくまで記録を行うものの

努力目標の中に吸収されてしまっているのが現状なのである．このような理由から、

モーションキャプチャのような「舞っている場面」を正確に捉える技術を使うことで

伝承者のどのような技能が記録に反映しづらいのか、そのような技能はどのようにす

れば記録として残すことができるのかといった点に関して十分に議論が行われている

とは言えない状況にある． 
 
１－３．本研究の目的 
 ここまで見てきたように、近年の目覚ましい技術革新の影響を受け、動作をより繊

細に、高画像でとらえることができるようになってきているにもかかわらず、それを

伝承者の技能という観点から見たときに、モーションキャプチャをはじめとする高度

な映像技術を十分に利用するための理論的枠組が提示されているわけではない． 
 そもそも、これまでの技能に関する教育学的あるいは心理学的な研究では主として

学習者に焦点が当てられてきたため、伝承者に関してはあくまで模倣される対象とし

て記述されることが多かった．伝承者の技能の記録に関しても記録できるのはあくま

で可視的な「形」のみで、「心」は記録できないというように非常に抽象的に論じられ

ることが多かったのである7． 
 そこで、本研究では伝承者の舞っている場面に対するオルタナティブな視点として

教えている場面に着目し、舞っている場面と教えている場面の差異から伝統芸能の記

録にアプローチしていく．本稿では民俗芸能の稽古にフィールドワークを行うことを

通じて、「教えている場面」を明らかにしていく．さらに、舞っている場面を捉えるた

めに、モーションキャプチャを用いて記録を行う．この記録に関する伝承者の評価を

稽古におけるフィールドワーク期間全体を通じて取得し、舞っている場面と教えてい

る場面にどのような相違があるのかを明らかにする．このようにフィールドワーク全

体の中で伝承者によるモーションキャプチャによる記録の評価と伝承の現場からの参

与観察という二つの視点を組み入れることで、伝承者によって「舞っている場面」と

「教えている場面」の差異を明らかにし、そこから、伝統芸能の記録において高度な

映像技術にどのような可能性があるのかを考察していく． 
 

２．方法 

２．１．対象 
本稿が対象とするのは青森県八戸市で伝えられている法霊神楽である．法霊神楽は

1986 年から青森県指定の無形民俗文化財に指定されており、以後、青森県伝統文化伝

承総合支援事業の一環として伝承マニュアルが作られたり、民俗芸能を披露する場を

提供したりと県が積極的に伝承のための記録作成（青森県教育委員会、1999）や民俗

芸能を披露する場を開くなどして支援をしている．また、舞の評価も高く第 33 回の全

国民俗芸能大会にも出席している． 
法霊神楽では早春には獅子を持って歩きながら、町中の家々を訪れる春祈祷と呼ば

れる行事があったり、神楽祭と呼ばれる神様に踊りを祭りが行われたりしている．神

楽祭では、地域の人々が神社にやってきて手料理をふるまったり、祭りに多くの地元

の人々が訪れたりするなど、地域に開かれた祭りでもある．また、今なお葬式・結婚

式で儀式を取り行なったり、様々な施設に出向いてお祝いなどで舞を披露したりして

おり、地域の冠婚葬祭とも深い結びつきを維持している． 
現在、法霊神楽は八戸市にある龗（おがみ）神社と二子石稲荷神社で伝承されてい

るが、本稿が対象とするのは龗神社で中心的な指導を行っている松本徹氏と二子石稲

荷神社で中心的な指導を行っている松川由雄氏の二人の伝承者である．松川氏は法霊

神楽の中でも江刺家手と呼ばれる流派を継承しており、舞を習い始めてすでに 30 年以

上のキャリアを持つベテランであり、法霊神楽を継承する人々の中でも生き字引的な

存在である．また、松川氏は漁師などで生計を立てながら、神楽を本業として生活を

送ってきた．特に神楽の習得に際しては、師匠の家に 12、3 年ほぼ住み込みといって
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も良い状態で習ってきた．このような意味で、正に法霊神楽とともに人生を歩んでき

た神楽士と言え、法霊神楽において唯一無二の存在である．一方の松本氏は現在、八

戸法霊神楽会の会長を務める神楽士である．松川氏の直接の弟子ではないものの、松

川氏より特に目をかけられる優れた舞手の一人である．調査時には松本氏は龗神社で

指導を行いつつ、二子石稲荷神社で江刺家手の舞の習得にも努めており、松川氏より

指導を受けていた． 
 
２．２．フィールドワーク 
本稿では仮説生成的な視点に立ってフィールドワークを行なった．フィールドワー

クを行った期間は 2005 年 10 月から 2006 年 11 月までである．フィールドワークの期

間中、著者は松本氏らの舞をデジタル化するプロジェクトに関わりながらデータを取

得した8．このプロジェクトではわらび座の協力の下、松本氏・松川氏の舞をモーショ

ンキャプチャを用いてデジタル化するというものであり、モーションキャプチャの実

施、コンテンツ化、そして、松本氏・松川氏らによる評価という一連のプログラムか

らなる．「評価」では松川氏・松本氏それぞれに自らの CG 映像を見てもらい、そこで

感じた印象を半構造化インタビューによって明らかにするものであった．本稿ではそ

の場面で得られた評価だけでなく、フィールドワーク全体を通じて両氏が語ったモー

ションキャプチャについての印象に関するデータを「評価」として採用している．さ

らに、法霊神楽はこのモーションキャプチャによる映像記録以外に 1999 年に青森県の

事業の一環で行われた舞のビデオ記録も実施されており、そこで受けた印象について

も一部データとして採用している． 
本稿ではこのプロジェクトに参与することで得たデータに加え、神社で行われる稽

古、さらに祈祷や祭りなどにも参加し、「舞っている場面」と「教えている場面」の相

違に関するデータ取得を行った．特に 2006 年 10 月から 2006 年 11 月までは二子石稲

荷神社にて集中的にフィールドワークを行い、毎回の稽古に参加した．この集中的な

フィールドワーク期間中に著者は松川氏から直接、舞の指導を受けた．指導を受けた

のは特に杵舞の「剣の手」と呼ばれる動作の部分である．また、剣の手以外にも杵舞

の他の動作や杵舞以外の舞に関しても部分的に指導を受けた． 
また、観察の他に適宜フォーマルあるいはインフォーマルな形でインタビューを実

施し、松本氏・松川氏が舞をどのように受け継いできたのかということに関してデー

タを取得している． 観察においては両氏が指導している場面をビデオで撮影した．ま

た、インタビューはインタビューイーの許可が下りないケースと、録音機器が使えな

いようなケースを除いてボイスレコーダーを使って記録した．フォーマルな形で実施

したインタビューは全てトランスクリプトを作成し、インフォーマルなインタビュー

は必要に応じてトランスクリプトを作成した．観察やインタビューが終わり帰宅した

後にフィールドで取ったメモやビデオ・ボイスレコーダーなどをもとにフィールドノ

ーツを作成した． 
 
２．３．分析 
本稿では、二人の伝承者によるモーションキャプチャに関する評価に加え、「舞っ

ている場面」と「教えている場面」の相違について言及している部分に関してもデー

タとして分析をおこなっている．分析では特に動作の次元で「舞っている場面」と「教

えている場面」にどのような差異があるかをそれぞれ分析し、なぜそのような違いが

生まれるのかをフィールドワークを通じて得たデータから検討した． 
その結果、「師匠から継承された動きができない動作」、「加齢に伴い変化した動作」、

「熟練者だから許される動作」、「舞台で意図的・非意図的に変えた動作」の四つが析

出された． 
 

３．結果と考察 

３－１．師匠から継承された動きができない動作 

 
図１．撮影時の歯打ちの動き 

法霊神楽には権現舞と呼ばれる獅子頭を持って舞台の上を右へ左へと移動しなが

ら踊る舞がある．この獅子頭は上下させることで上の歯と下の歯がぶつかり、「カチ、

カチ」と音がするが、権現舞ではダイナミックに獅子頭を動かし、両手で操作するこ

とで獅子の歯を鳴らす事がひとつの特徴ともいえる． 
この歯打ちに関して松本氏は師匠から受け継いだ動作の中で困難さを感じる舞が

あることを自らの CG 映像を見ながら指摘している．具体的には「こっちは楽なんで

すよ．横が、こういってるわけですね．どうしても、ここ、幕がこうでてくるんです

ね．ここかっこ悪いよと師匠から言われてるんですけど」と述べている．このように

師匠から受け継いだ動作を必ずしも継承者が全てができるわけではなく、部分的には

できない動作というのが存在するのである． 
一方で、そのような動作が松本氏の代でなくなっていてしまうのかといえばそうで
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はない．松本氏は「そんなゆるくない体勢でできないよねとは、思いながら子供たち

には指導してるんですね．そうしろっていわれてるから．そんな師匠の話を伝えなが

ら、子供たちには君達は体やらかいから今のうちにやりなさいと、おいちゃんたちは

もう体硬くなったからこうだよと」と述べており、自らが舞う際に困難さを感じる動

作でも指導の場面においては師匠が伝えていたほうの動作を伝えているのである． 
  
３―２．加齢に伴い変化した動作 

 

 
図 2 . 松川氏が違和感を抱いたポイント（左：CG 映像 右：撮影時） 

 

 
図 3 ．足を前に出すときはかかとをつき（左図）、後ろに下げるときはつま先をつくという動作

を指導している場面（右図） 
 
 前はかかと、後ろはつま先という松川氏の指導は稽古ではよく聞かれる言葉である．

前はかかと、後ろはつま先というのは、足を前に出すときはかかとをつけ、足を後ろ

に引くときはつま先がつけるようにするという動作のことである（図３）． 
松川氏は自らのモーションキャプチャデータを CG 化したこの動作、特に杵舞の一

部の右足の動きに対して、「右足のかかとがもっとつくんだけどなー」と述べている．

さらに、「ぺたっとこうなんだ．こうなんだ、最初こうこう．左足の方はいくらかこう

なってる（つま先が上がっている）けど、右足の方はこうなってる（ペタッとなって

いる）」と指摘しており、右足を前に出す際に十分につま先があがっていないことを自

らが指摘している（図２）． 
この松川氏の踊る際にペタッと足をつけてしまう動きは常に現れるわけではない

が、全国民俗芸能大会に出た当時、５０代の半ばの松川氏のビデオ映像では、見られ

なかったのに対して、ここ 5 年以内に舞っているビデオ映像では、時折見られる．松

川氏自身も自らの CG 映像がペタッと足がついていたことに驚きをもってみていたこ

とから、高齢に伴う動きの変化があったことが予想される． 
一方で、この「前はかかと、後ろはつま先」という動作は繰り返し弟子にも言って

聞かせている．稽古でも足が前に出た際にかかとがついていなければ、「右足、かか

と！」と厳しいことばが飛んでいた．また、稽古以外の場でも、「とにかく、基本は前

はかかと、後ろはつま先だ．…そりゃ、忘れんな」と弟子との話し合いの中でも普通

に出てくるほどである． 
このように例え、高齢になり演じる際の動きが変化したとしても、単純にその年齢

に合わせて伝えるものが変化していくわけではなく、自らがもっとも良いと思うほう

の動きを伝えているのである． 
同時に、このときから既に右足を前に出す動作はペタッと足がついていること見て

取れることから、松川氏の中で特に杵舞においては速さを追求する一方で、部分的に

足を前に出す際に右足がかかとをつけずに踊ってしまうことがある種の「癖」になっ

ていることが考えられるのである． 
 
３－３．熟練者だから許される動作 

 

  
図 4. 指導時の膝の高さ（左）と撮影の際の膝の高さ（右） 
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松川氏は「膝を上げる」という動作に関して「とにかくひざ曲げる時はな、かかと

上げる…ひざをあげてそれで手をこう動かすこと、それから、扇子を持たない手は腰、

たもと、これはぜったいだからな．何の踊りでもまずな．…こうなったら絶対隙のな

い踊りになってくるんだ．そこで、やっぱり、この人は 20 年から 24、5 年やってる芸

人だなってわかってくる」と指摘しており、この動作がしっかり出来ることが熟達に

は欠かせないということを述べている． 
この動作に関する CG 映像を松本氏らに見てもらった際に、「松川さんの足ってもっ

と高く上がっている印象だったんですけどこんなもんなんですね」と指摘している．

また、同席していたおがみ神社で指導をしている方も「そうそう、膝がね」と呼応し

ている．松川氏は「膝を高く上げる」という動作を非常に重要視して指導している．

松川氏の弟子は松川氏の「膝を高く上げる」という動作について「松川さんは練習の

時も膝あげろ、足上げろって、言ってますね」というように膝を上げるという動作が

繰り返し指導されていることを指摘している．実際、稽古でも頻繁に「膝上げろ」と

いう言葉は頻繁に聞かれるのであり、松川氏の弟子が膝があがっていないと、松川氏

は弟子の隣に行き、膝を上げるというのはどういうことか、繰り返しやって見せてい

るのである（図４）． 
しかし、この CG 映像を松川氏が見た際には「いや、これくらいでいいよ」と指摘

していた．先に指摘したように、松川氏の舞の特徴としてはお囃子がついてこれない

くらい機敏に動くというものである．そのため、部分的に松川氏が指摘するほど十分

に膝があがっていないときもある．松川氏のような熟練した舞い手であれば CG 映像

に見られるくらいの膝の高さでも決して「間違い」というものではない．しかしその

ような初心者がそのような動作をまねすることは間違いとして松川氏より指導を受け

る．特に初心者の場合ではこの動きは厳しく指導されており、著者自身も舞の指導を

松川氏から受けた際には繰り返し指導された．このように膝の高さひとつにしてもた

だ動きだけを真似すればよいというものではなく、松川氏のような熟練した舞手だか

らこそできる動作というものがあるのである． 
 
３－４．舞台で意図的・非意図的に変えた動作 

 法霊神楽では本研究によるモーションキャプチャによる記録以前に、青森県が県内

の民俗芸能を記録するとい事業の一貫で、既に撮影が行われている．撮影では非常に

緊張感のある感じを受けたようで、松本氏はこのような雰囲気の中で行われた撮影で

はたとえ間違いがあったとしても修正を頼むのは難しいと語っている．具体的には「実

際は、生で記録してみてわかりますけど、間違ったけどごめんなさいってそうそうい

えないんですよ．・・・むこうさん、もう大きい機材据えてるんですよ．ぴりっとした

なかでね～、で、テープ重ね取りしないんですよ．それみてたから、いやいやこの人

たちすごいなと思って.それを間違いましたって（いえませんよね）」と述べている． 

 そもそも、舞台の上では常に完璧に舞うわけではない．例えば、神楽祭などの祭り

で一人の人が複数の舞を踊る際などは特に長い舞を部分的に短くしたりすることがあ

る．また、松川氏は高齢のため、杵舞の一部の動き、例えば、でんぐり返しするうご

きなどを意図的にはしよることがある．このような動作を省く行為は「手を抜く」と

呼ばれており、よく見られる行為である． 
 このように、舞台の上で演じられる動作は常に全てが演じられているわけでもない

し、時に間違って演じられることもある．しかし、このような動作は間違って演じた

本人は自覚しているし、省いて演じている演者は、その動きを伝える際にはちゃんと

省かずに伝えている．例えば、先に紹介したでんぐり返しの動作では、松川氏はやっ

てみせることはないが、口頭で指示を出すことで伝えられた動きを弟子に指導してい

るのである． 
 

４．総合考察 

４．１．「伝える」現場から立ち上がってくる伝承者の技能  
「師匠から継承された動きができない動作」では、松本氏が師匠から受け継いだ動

作、ここでは歯打ちの一部の動作において困難さを感じている舞があることを指摘し

ている．そもそも、伝承者が師匠から受け継いだ技能をすべてできるとは限らない．

傑出した舞手がいたときに、その能力を超える弟子が現れないこともあるだろう．し

かし、それだからといってその傑出した舞手の技能がそこでなくなってしまうわけで

はない．松川氏の指導からも明らかなように、受け継いだ動作の中には伝承者自身が

困難さを覚えるような技能があるが、伝承者の能力に合ったものが弟子に伝わってい

くのではなく、師匠が伝えていたより高度な技能を伝えているのである． 
さらに、「加齢に伴い変化した動作」では松川氏は自らの高齢に伴い「前はかかと、

後ろはつま先」といういわば江刺家手の基本ともいうべき動きを無意識的に部分的な

変化をくわえていた．しかし、変化が起こったからといって、それで、江刺家手の基

本となる動きが伝わっていかないというわけではない．松川氏は自らが重要だと考え

るほうの動きを伝えているのである．このように、技能自体は自らの身体的・肉体的

な変化と共に変わっていく．自らの理想的な動きを見せることができる時期もあるが、

年を重ねていけばそれができなくなって行くこともある．しかし、だからといって、

自らが熟達していく中で身につけてきた経験は伝わっていかないと言うことはなく、

伝える際にはよりよいと思うほうの動きを伝えているのである． 
また、「熟練者だから許される動作」では、松川氏のような熟練した神楽士だから

許される動作があることを示し、初心者がそのような動作をする際には松川氏より厳

しく指導を受けることを指摘した．教育学あるいは心理学では伝統芸能あるいは古典
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芸能の学びは模倣であると言うことが指摘される．しかし、ここで示されたことは初

心者が伝承者の動きをそのまま真似ようとすると伝承者から厳しく指摘されることが

あるとうことを指している． 
最後の「舞台で意図的・非意図的に変えた動作」では、実際に稽古などではできて

いたにもかかわらず、舞台上では意図的あるいは非意図的に動きを変えて舞うことが

あることを指摘している．そもそも、祭や祈祷などでの舞で観客にみせる動作が常に

稽古で見せていた最高のものが出てくるとは限らない．プレッシャーのある状況では

よりよく踊れる可能性もあるが、逆に間違って踊ってしまう可能性もある．また、か

なり長時間にわたって踊らなくてはならない場合は意図的に舞を短くすることもあり、

十分にそのことを知っていなければ、舞が短くなっているか、どうか気付くこともな

いであろう． 
 
４．２．「教えること」からボトムアップで捉える技能の記録 

 さて、ここまで示されたように、モーションキャプチャにせよ、ビデオ撮影にせよ、

踊っている場面のみしか残さないことは「技能の保存」という観点から見たときに危

険性がある．もし、伝承者が技能の麺であまり優れていない舞手であるときに、その

伝承者の「動き」のみが残ってしまう．また、伝承者が高齢の時には若いときにはで

きた動作ができなくなってしまっていることは「加齢に伴い変化した動作」からもわ

かるように十分に考えられよう．また、「熟練者だから許される動作」からは伝承者の

動きそのままを残すことは、それを受け継ぐものが現れた際に誤って継承してしまう

可能性があることを示している．また、記録の場で間違って舞ってしまった動作がそ

のまま残ってしまうことも「舞台で意図的・非意図的に変えた動作」から考えられる．

そのため、高度な技術を用いて撮影したからそれで伝承者の技能を保護・保存できた

と考えるのは非常に安易な考えであろう．技能の度合いがより高度になれば、なるほ

ど、それを一回性の撮影によって記録するのは難しくなってくる．これはたとえ、こ

の先にモーションキャプチャやビデオ画像がより高性能になったり、高画像になった

りしても変わることはないであろう．  
本稿で明らかとなったのは、「舞っている場面」を中心に記録を捉えていくのでは

なく、「教えるという場面」からボトムアップで記録を行っていく必要があるというこ

とである．伝承者が技能面で師匠から伝えられた動きができなかったり、若い頃の動

きを実演することが困難になったりしていくことがある一方で、それら困難さを示す

動きは弟子たちに稽古を通じて伝わっていく．したがって、稽古の中でどのように伝

えているのか、ということが記録においても決定的に重要な役割を果たすことが理解

されよう．稽古の中での指導に応じて、できなくなってしまった動作があればそれを

補足的に撮影したり、初心者が学ぶ際に注意が必要な舞があればそれを指導の際の言

葉と共に記録しておく必要がある．また、より細かい動きや関節単位での指導をして

いるような動作に対してはモーションキャプチャのような技術を用いて撮影すること

が望まれるし、表情などの顔のきめ細かい動きを捉えるときは高画像なビデオカメラ

が適している． 
 モーションキャプチャや高画像なビデオ映像など伝統芸能の記録に使えるテクノロ

ジーの幅は確実に増えた．今後は、本稿で示されたように伝承者の視点に立ち、彼ら 
がいかに伝えているのかということから、それに適したテクノロジーを選択していく

ための方法論や、そのような記録を実際に行っていくことが必要とされるであろう． 
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